
　
2
0
2
5
年
5
月
7
日
に
開
院
を
予
定
し
て
い
る
統
合
診

療
棟
で
は
、
入
院
予
定
の
患
者
さ
ん
に
安
心
し
て
入
院
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
「
入
院
前
支
援
」
の
機
能
強
化
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
外
来
診
療
機
能
が
ほ
ぼ
全
面
的
に
移
転

し
ま
す
。

　

本
院
の
中
央
診
療
施
設
で
あ
る

「
患
者
包
括
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」

は
、
入
退
院
支
援
部
門
、
地
域
連

携
部
門
、
患
者
相
談
部
門
の
３
部

門
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
で
専

門
的
業
務
を
行
う
と
と
も
に
、
機

動
的
に
部
門
間
の
連
携
を
と
っ
て

活
動
し
て
い
ま
す
。
統
合
診
療
棟

開
院
か
ら
は
特
に
、
入
院
前
の
患

者
さ
ん
へ
の
支
援
お
よ
び
入
院
し

て
か
ら
退
院
す
る
ま
で
の
支
援
を

行
う
入
退
院
支
援
部
門
を
強
化
し

て
い
ま
す
。

　

入
院
前
支
援
で
は
、
入
院
を
予

定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
が
、
入
院

生
活
や
入
院
後
に
ど
の
よ
う
な
治

療
過
程
を
経
る
の
か
を
イ
メ
ー
ジ

し
、
安
心
し
て
入
院
診
療
を
受
け

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
入
院
前

か
ら
多
職
種
で
支
援
し
ま
す
。
入

院
前
に
外
来
診
療
を
受
診
さ
れ
た

際
な
ど
に
、
原
則
と
し
て
、
統
合

診
療
棟
１
階
の
患
者
包
括
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
入
院
前
支
援

の
予
約
を
と
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

予
約
日
時
に
、
患
者
包
括
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
相
談
室
で
看
護
師

が
面
談
を
行
い
ま
す
。
面
談
内
容

は
、
検
査
・
治
療
の
説
明
▽
患
者

情
報
・
使
用
中
の
薬
剤
の
確
認
▽

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
確
認
▽

入
院
生
活
に
つ
い
て
の
説
明
▽
患

者
さ
ん
の
ご
意
向
や
困
り
ご
と
の

確
認
（
仕
事
や
子
ど
も
の
事
情
、

医
療
費
な
ど
）
―
―
等
で
す
。
ま

た
、
薬
剤
師
や
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル

ワ
ー
カ
ー
（
Ｍ
Ｓ
Ｗ
）
等
に
よ
る
面

談
、
入
院
前
の
歯
科
受
診
の
予

約
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
栄
養
指

導
な
ど
も
行
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を

ま
と
め
て
入
院
前
支
援
と
呼
ん
で

い
ま
す
。

　

こ
の
入
院
前
支
援
を
通
じ
て
、

患
者
さ
ん
ご
自
身
が
不
安
に
思
っ

て
い
る
こ
と
や
疑
問
点
を
解
消
し

て
、
安
心
し
て
入
院
し
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
医
師
に

と
っ
て
は
、
入
院
日
ま
で
に
患
者

さ
ん
の
内
服
状
況
、
歯
科
受
診
状

況
な
ど
を
確
認
し
て
入
院
後
の
治

療
計
画
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
ま
た
病
棟
看
護
師
は
、
患
者

さ
ん
の
日
常
生
活
動
作（
Ａ
Ｄ
Ｌ
）

や
、
入
院
後
も
継
続
す
る
処
置
や

ケ
ア
の
内
容
、
ご
家
族
の
支
援
態

勢
な
ど
を
事
前
に
把
握
す
る
こ
と

に
よ
り
、
入
院
患
者
さ
ん
に
寄
り

添
っ
た
ケ
ア
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

医
療
従
事
者
に
と
っ
て
も
大
き
な

メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
多
く
の
患
者
さ
ん
に
入

院
前
支
援
を
受
け
て
い
た
だ
く
た

め
に
は
、
相
談
を
行
う
看
護
師
の

充
実
と
、
支
援
を
行
う
相
談
室
の

確
保
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
し
た

が
、
統
合
診
療
棟
開
院
後
は
相
談

室
数
を
大
幅
に
増
や
す
と
と
も
に
、

機
能
的
に
相
談
が
行
え
る
よ
う
に

部
屋
の
配
置
の
工
夫
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　

現
状
、
全
て
の
入
院
予
定
の
患

者
さ
ん
に
入
院
前
支
援
を
行
え
る

体
制
は
整
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
将

来
的
に
は
、
入
院
予
定
の
患
者
さ

ん
全
員
に
入
院
前
支
援
を
受
け
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
多
職
種
が

参
加
し
て
よ
り
充
実
し
た
支
援
が

で
き
る
よ
う
今
後
も
努
力
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　新型コロナウイルス感染症対策
としてのマスクの着用の考え方が
見直され、令和５年３月13日から
マスクの着用については屋内・屋
外にかかわらず個人の判断に委ね
られることになりました。
　ただし、病院や高齢者施設など、
重症化リスクの高い高齢者や基礎
疾患のある人が周りにいるときに
は、普段よりも感染を広げないた
めの配慮が必要です。
　厚生労働省も病院や高齢者施設
についてはマスク着用の推奨を継
続しており、本院でも当面の間は
院内のスタッフ、患者さん、ご家
族など全ての方にマスク着用をお
願いしております。
　社会が感染対策の緩和に向かう
中でマスクの着用についても、個
人の考え方を尊重すべき段階に来
ていますが、病院内は感染すると
重症化しやすい方が多くいらっし
ゃるため、引き続きのマスク着用
にご協力をお願いいたします。

マスク着用のお願い

大阪大学「ワニ博士」

　

２
０
２
５
年
５
月
７
日
か
ら
統

合
診
療
棟
が
開
院
し
、
外
来
受
診

の
流
れ
が
変
わ
り
ま
す
。

　

各
科
外
来
診
察
室
は
統
合
診
療

棟
の
地
上
１
～
２
階
を
中
心
に
配

置
し
、
数
カ
所
の
ブ
ロ
ッ
ク
受
付

を
設
置
し
て
い
ま
す
。
眼
科
外
来

（
ア
イ
セ
ン
タ
ー
）は
地
上
６
階
に

配
置
し
ま
す
。
産
科
外
来（
総
合
周

産
期
母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
）は
地
上

５
階
に
な
り
ま
す
。
婦
人
科
外
来

は
地
上
２
階
で
す
。

　

再
来
の
患
者
さ
ん
は
、
予
約
あ

り
・
な
し（
半
年
以
内
）に
関
わ
ら

ず
、
ブ
ロ
ッ
ク
受
付
近
く
に
あ
る

再
来
受
付
機
で
受
け
付
け
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
予
約
あ
り
の
患
者

さ
ん
は
、
再
来
受
付
機
か
ら
発
行

さ
れ
る
「
診
察
室
番
号
」「
診
察
呼

出
番
号
」
が
印
字
さ
れ
た
「
受
付

票
」
を
受
け
取
り
、
「
診
察
室
番

号
」
近
く
の
診
察
室
付
近
で
お
待

ち
く
だ
さ
い
。
予
約
な
し
の
患
者

さ
ん
は
、
再
来
受
付
機
が
発
行
し

た
「
受
付
票
」
に
指
定
さ
れ
た
ブ

ロ
ッ
ク
受
付
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

呼
び
出
し
は
「
診
察
呼
出
番
号
」

で
の
ご
案
内
に
な
り
ま
す
。
な
お
、

採
血
、
会
計
の
呼
び
出
し
は
別
番

号
で
す
。

　

保
険
証
の
確
認
も
、
診
療
前
に
、

ブ
ロ
ッ
ク
受
付
近
く
に
設
置
し
て

い
る
マ
イ
ナ
保
険
証
読
取
機
等
で

行
い
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
に
は
、

阪
大
病
院
の
〈
患
者

支
援
ア
プ
リ
〉
の
イ

ン
ス
ト
ー
ル
を
お
す

す
め
し
て
い
ま
す
。
ア
プ
リ
を
イ

ン
ス
ト
ー
ル
し
て
い
た
だ
く
こ
と

で
、
再
来
受
付
機
に
並
ば
ず
ア
プ

リ
上
で
診
察
受
け
付
け
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
診
察

後
、
診
察
室
か
ら
計
算
窓
口
に
寄

ら
ず
に
直
接
帰
宅
で
き
ま
す
。
こ

の
ほ
か
、
ア
プ
リ
に
保
存
さ
れ
た

院
外
処
方
箋
の
デ
ー
タ
か
ら
調
剤

薬
局
へ
の
送
信
が
可
能
に
な
り
ま

す
。
ま
た
、
領
収
書
、
診
療
明
細

書
の
控
え
が
Ｐ
Ｄ
Ｆ
で
保
存
で
き

ま
す
。
患
者
さ
ん
に
院
内
各
所
で

多
く
の
待
ち
時
間
を
お
願
い
し
て

お
り
ま
す
が
、
ア
プ
リ
を
イ
ン
ス

ト
ー
ル
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
待

ち
時
間
を
有
効
活
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
患
者
支
援

ア
プ
リ
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

写真●統合診療棟前景●１階 エントランスホール上 下

写真●2階 外来診察室●5階 総合周産期母子医療センター左 右

統
合
診
療
棟
が
５
月
７
日
オ
ー
プ
ン

統
合
診
療
棟
が
５
月
７
日
オ
ー
プ
ン
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病院再開発基金へのご寄附のお願い

●詳しくはこちらを   
　ご覧ください

　

本
院
の
外
来
・
中
診
棟
お
よ
び
一
部
の

病
棟
は
、
新
棟
「
統
合
診
療
棟
」
に
移
転

し
ま
す
。

　

４
月
26
日
（
土
）～
５
月
６
日（
火
）は
、

物
品
の
移
転
を
行
い
、
５
月
４
日
（
日
）は
、

患
者
さ
ん
の
移
送
を
行
い
ま
す
。
患
者
移

送
対
象
部
門
は
▽
西
７
階 

眼
科
▽
東
西
４

階 

集
中
治
療
部
▽
西
３
階 

総
合
周
産
期

母
子
医
療
セ
ン
タ
ー
で
す
。
安
全
で
円
滑

な
移
転
・
移
送
作
業
を
行
う
た
め
、
左
記

の
と
お
り
面
会
を
お
控
え
願
い
ま
す
。

　

皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
理
解
・
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ＧＷ中の面会は
お控えください

統合診療棟へ患者さん移送

　本院は、良質な医療を提供すると共に、医療人の育成と医
療の発展に貢献するという使命を果たすべく、令和7年春の
運用開始を目指し病院再開発事業を行っています。本事業
には大学病院でしかできない臨床医学研究・開発など将来
の医療に必要な部門の整備も含まれています。
　診療機能・未来への医学の研究開発機能のさらなる充実
を図るため、今般、「大阪大学医学部附属病院再開発基金」を、
大阪大学未来基金に立ち上げました。再開発のコンセプト
は、“Futurability待ち遠しくなる未来へ。”です。何卒、本事
業の趣旨にご賛同いただき、ご支援を賜りますようよろし
くお願いいたします。

再
診
受
付
は
再
来
受
付
機
で

    

患
者
支
援
ア
プ
リ 

ご
利
用
お
す
す
め

2025年（令和 7年）
日 月 火 水 木 金 土

4/20 21 22 23 24 25 26

27 28 29
昭和の日

30 5/1 2 3
憲法記念日

4
みどりの日

5
こどもの日

6
振替休日

7 8 9 10

患者移送日：5/4（日）　※全病棟での面会をご遠慮ください
移送対象部門：西 7 階 眼科、東西 4 階 集中治療部、西 3 階 総合周産期母子医療センター

通常通り面会可能

通常通り面会可能

面会をお控え願います

面会を
お控え

願います

面会をお控え
願います

● 4/26（土）～ 5/6（火）は、原則、全病棟での面会をお控え願います。
●やむを得ない事由がある場合は、13時～18時の間で面会願います。
●患者さんの移送を行うため、5/4（日）は、全病棟での面会をご遠慮ください。
　※但し、主治医が認めた場合は、これらの限りではありません。

統合診療棟のおもな外来の配置統合診療棟のおもな外来の配置
（外来受付、外来診察室が移転します。
変更が生じることがありますのでご了承ください）

整形外科、免疫内科(リウマチのみ)
耳鼻咽喉科・頭頸部外科
脳神経内科（5/6まで神経内科・脳卒中科）、脳神経外科
麻酔科、神経科・精神科、子どものこころ診療センター

1階

1階・5階・6階以外の診療科2階

ICUの一部（集中治療部）の病棟機能も移転4階

総合周産期母子医療センター５階５階

アイセンター（眼科）6階6階



年齢別
内訳 60代

50代

22.7％

21.9％

19.5％

70代

40代 9.5％

80歳以上 9.5％

10歳未満
 5.4％

10代 3.2％ 20代 2.4％
30代 4.6％ 無回答 1.2％

年齢別
内訳

80歳以上 11.4％
45.6％

28.0％

20 ～ 30代 10.3％

20歳未満 3.3％ 無回答 1.4％

60～70代

40～50代

接
遇
・
マ
ナ
ー
向
上
を
目
指
し
て

今
年
度
の
標
語
が
決
定　

２
月
25
日
、
病
院
長
室
に
お
い

て
、
野
々
村
病
院
長
か
ら
３
名
の

優
秀
標
語
作
成
者
に
表
彰
状
と
副

賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員
会
で

は
、
職
員
の
一
人
ひ
と
り
が
患
者

さ
ん
の
立
場
に
配
慮
で
き
る
よ
う

努
め
る
と
の
趣
旨
で
、
接
遇
・
マ

ナ
ー
向
上
に
関
す
る
標
語
を
掲
げ

て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
院
内
で
標
語
を
募

集
し
、
患
者
サ
ー
ビ
ス
検
討
委
員

会
で
検
討
し
た
結
果
、
次
の
と
お

り
優
秀
作
品
を
決
定
い
た
し
ま
し

た
。

「
多
職
種
と
　
話
し
て
築
こ
う
　
信
頼
関
係
」

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　

言
語
聴
覚
士　

松
崎　

文
香
さ
ん
）

「
あ
り
が
と
う
　
多
忙
な
中
に
も
　
感
謝
あ
り
」

（
薬
剤
部　

森
﨑　

綾
さ
ん
）

「
日
頃
か
ら
　
手
洗
い
・
消
毒
　
習
慣
に
」

（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部　

言
語
聴
覚
士　

松
崎　

文
香
さ
ん
）

「
よ
く
聴
い
て
　
心
も
傾
け
　
寄
り
添
お
う
」

（
医
事
課　

医
事
係　

川
村　

悠
さ
ん
）

4
～
6
月
期

7
～
9
月
期

10
～
12
月
期

１
～
３
月
期

優秀標語表彰式令和7年度看護師特定行為研修看護師特定行為研修
5期生の研修が修了しました

　特定行為とは、医師が行っている医行為の一
部を看護師が行うものです。院内外の看護師16
名を対象とした研修が3月に修了しました。修了
者がそれぞれの医療施設で患者さんにタイムリー
な医療を実施できるよう、阪大病院は医療人の
育成に取り組んでいます。

カテーテル挿入の指導を受ける研修生

22025年4月25日The University of Osaka Hospital News No.98

●医師・看護師は献身的に治療して　
　くださいました。大変感謝しています。

●職員全体で患者に寄り添い
　とても安心できる。

●院内はいつも清潔で
　行き届いた環境です。

●ウエルコネアプリの診察お知らせは
　ありがたい。

平均92.7%
（回答数＝497）

患者満足度調査
結果発表

　外来患者さんの88.9％、入院患者さんの92.7％の方に、「満足」「やや
満足」のご回答をいただきました。満足度の低い項目は、外来では「駐車
場の広さや台数等」「検査開始までの待ち時間」、入院では「個室料金」「リ
ハビリに使用する設備や器具」でした。
　これからも患者さんにとって心地よく、治療に専念できる環境を整え
ていくため、より多くの患者さんにご意見を伺いたいと思っております
ので、今後ともご協力のほどよろしくお願いいたします。

外 来　令和6年8月26日～8月30日の5日間
入 院　令和6年10月1日～10月21日の21日間

　外来患者さん、入院患者さんを対象とした満足度調査に
ご協力をいただき、ありがとうございました。調査結果を
ご報告いたします。

具体的なコメント例

外来 患者さん
具体的なコメント例

入院 患者さん

◆インターネットのつながりが悪い。
　回線環境を良くしてほしい。

◆駐車場の台数が少なく、予約に遅
　れることがある。

◆トイレ・お風呂がきれいじゃない。

◆エレベーターの待ち時間が長い。

◆入院決定日の通知をもう少し早く
　してほしい。

◆駐車場から病院まで遠く、駐車場
　入庫に時間がかかる。

◆駐車場が狭い。

◆眼科の待ち時間が非常に長い。

◆会計処理に時間がかかった。

◆アナウンスの声が聞き取りにくい。

調査結果

調査期間

平均88.9%
（回答数＝2175）

患者さん 患者さん
入院 外来

外来患者さん 満足度ランキング入院患者さん 満足度ランキング
ベスト5

1位 リハビリ職員の説明や態度、言葉遣い 100%
2位 職員の身だしなみ 99.6%
3位 本人確認を行い間違いなく伝えられている 99.4%
4位 検査室はきれいで、整理整頓されている 98.4%
5位 検査に関わる職員の説明や態度、言葉遣い 98.4%

ベスト5
1位 看護師の態度や言葉遣い 97.9%
2位 診察室は清潔かつ、整理整頓されている 97.7%
3位 禁煙対策の徹底 97.1%
4位 医師の態度や言葉遣い 97.1%
5位 技師の態度や言葉遣い 97.0%

ワースト5
1位 駐車場の広さや台数等利用のしやすさ 39.7%

2位 受付から診察までの待ち時間 60.3%
3位 ⑤番窓口から支払終了までの待ち時間 64.0%
4位 受付から診察までのお知らせや声掛けの配慮 77.0%
5位 ⑤番窓口から支払終了までのお知らせや声掛けの配慮 77.1%

ワースト5
1位 携帯電話やインターネットの使用における不便 76.1%

2位 トイレや浴室の数、清潔さや快適性 76.5%
3位 エレベーターや廊下、手すりなどの使い勝手 77.1%
4位 外来で入院が決まってから入院日までの期間 82.8%
5位 ①番窓口やご意見箱の設置場所の分かりやすさ 84.3%

※小数点以下四捨五入 ※小数点以下四捨五入

令和6年度

●良い先生に出会えて嬉しい。

●医師・看護師の皆様には大変丁寧
　に良くしていただきました。

●温かく見守ってくださったスタッフ　
　の皆様に感謝しています。

●快適な入院生活を過ごすことがで　
　き大変満足しております。

●食事がとても
　美味しかったです。



　 　 　 　 　 　 　   　

●グリーンカレー
●焼き野菜盛り合わせ
●コールスローサラダ
●ターメリックライス
●桜ゼリー

メニュー（一例）

診療部門長等診療部門長等
ごあいさつごあいさつ

新新

　例年、下村伊一郎栄養マネジメント部長のおすすめ御膳は、カレー
をテーマにして好評をいただいています。今年は、ほうれん草を使っ
たグリーンカレーを入院患者さんにお届けしました。スパイスを利か
せたグリーンカレーは「食欲が落ちていたけどカレーは食べられた」
「代わり映えがあって良かった」「パンチが利いていて美味しかった」
など、大変喜んでいただきました。また、春の訪れを感じさせる桜を
イメージしたデザートやランチョンマットにも「見た目が華やかでい
つもより食事が進んだ」「目も心もお腹も大満足」といった嬉しい感想
をいただきました。今後も、患者さんに笑顔になっていただけるよう
な食事作りに取り組んでまいります。

スマイル御膳スマイル御膳

　病院教授の称号は、大阪大学医学部附属病院における診療・研究・
教育の充実のため、特に臨床面で優れた業績が認められる者に対して
付与しているものです。
　令和7年度は下記の19名に「病院教授」の称号を付与することを
決定しました。

番号  診療科等名 氏名 職名
1 循環器内科 大谷　朋仁 准教授

2 腎臓内科 水井　理之 准教授

3 糖尿病・内分泌・代謝内科 西澤　均 寄附講座准教授

4 呼吸器内科 武田　吉人 准教授

5 免疫内科 西出　真之 講師

6 心臓血管外科 山内　　孝 特任准教授（常勤）

7 消化器外科２ 黒川　幸典 准教授

8 小児外科 渡邊　美穂 准教授

9 眼科 松下　賢治 准教授

10 皮膚科 種村　篤 准教授

11 神経内科・脳卒中科 奥野　龍禎 准教授

12 神経科・精神科 吉山　顕次 准教授

13 脳神経外科 押野　悟 准教授

14 産科婦人科 澤田　健二郎 准教授

15 小児科 宮村　能子 准教授

16 泌尿器科 河嶋　厚成 准教授

17 放射線部 巽　光朗 准教授

18 がんゲノム医療センター 佐藤　太郎 准教授

19 未来医療開発部未来医療センター 岡﨑　利彦 特任准教授（常勤）

「病院教授」の称号付与について
令和7年度

※上記の称号付与者の職名等は令和7年4月1日現在のものです。

小
こ だ ま

玉 美
み ち こ

智子
●産科婦人科診療科長

　このたび産科婦人科長を拝命しました。産
科婦人科では全ての女性の健康を支えるため、
小児からご高齢の方まで幅広い年齢層を対象
に、月経関連疾患、妊娠・出産、不妊生殖
治療、良悪性腫瘍等、多岐にわたる診療を
行っています。また他診療科と連携し、有合
併症例、治療困難例に対して新規診療の開
発・実施に取り組んでいます。統合診療棟で
は産科診療のセミオープン化を推進し、より
多くの方に安全安心な出産を提供してまいり
ます。　　　　　　　（令和7年1月1日就任）

富
とみやま

山 憲
のりゆき

幸
●放射線科部門長

　放射線科部門は様々な高精度の診断機器、
治療機器を使用して、画像診断や治療を行っ
ており、放射線診断・IVR科、放射線治療科、
核医学診療科の3診療科で構成されています。
放射線診断・IVR科では、CT、MRIなどの画
像診断と画像誘導下で行う局所治療（lVR）を
行っており、放射線治療科では、悪性腫瘍に
対して、定位照射などの高精度放射線治療を
行っています。また、核医学診療科では、放
射性同位元素を使用した核医学診断・治療
を行っています。今後とも、正確な診断・治
療を提供することにより、患者さんの診療に
貢献したいと考えております。

（令和7年4月1日就任）

宮
みやがわ

川 繁
しげる

●バイオリソース
　センター長

　このたび、バイオリソースセンターのセンタ
ー長を拝命しました。阪大病院では、各診療
科において、再生医療の基礎研究、臨床応
用が行われると同時に、「がん生殖医療」に
も取り組んでおり、多数の検体を保存してい
ます。今後の医学の発展には、細胞、組織
を長期保存することのみならず、医療情報と
関連づけていくのが重要な課題かと思います。
本センターでは、長期保存の安定した管理、
そして臨床情報とのひもづけを行い、医学の
発展に寄与していきたいと思います。

（令和7年4月1日就任）

貴
き し ま

島 晴
はるひこ

彦
●脳卒中センター長

　脳卒中センターセンター長を拝命いたしま
した貴島晴彦です。近年、脳卒中医療は大き
く発展しております。脳卒中になる前、なっ
た時、なった後とそれぞれの局面で適した治
療が開発され臨床に用いられています。また
治療だけでなく、それぞれの患者さんに合わ
せた社会資源の活用の幅も広がっています。
脳卒中センターではこれらを統合し、地域の
脳卒中医療に貢献いたします。

（令和7年4月1日就任）

福
ふくしま

島 健
け ん た ろ う

太郎
●化学療法部長

　このたび、化学療法部長を拝命いたしまし
た福島健太郎と申します。がん化学療法はこ
れまでの殺細胞性抗がん剤が主体の治療か
ら、より負担の少ない抗体療法、分子標的療
法が主体となってきております。免疫チェック
ポイント阻害剤や二重特異性抗体など、さら
に重要な新薬も続々使用できるようになりまし
た。引き続き通院でこれらの治療を安心して
受けていただけますよう、尽力してまいります。
どうぞよろしくお願い申し上げます。

（令和7年4月1日就任）

川
かわむら

村 篤
あつし

●事務部長

　このたびは、大阪大学医学部附属病院事
務部長の重責を担うこととなり、身の引き締
まる思いです。伝統と実績のある本院が、

「Futurability待ち遠しくなる未来へ。」のコン
セプトのもと、統合診療棟が開院します。新
たな時代を迎えるにあたり、その一翼を担え
ることを光栄に思います。患者さん、医療従
事者の方々にとって快適な環境を整え、より
良い病院経営に貢献できるよう、全力を尽く
す所存です。どうぞよろしくお願いいたします。
　　　　　　　　　 （令和7年4月1日就任）

●遺伝子診療部長

　遺伝子診療部は、染色体や遺伝子の変化
による先天性疾患など、遺伝に関わるあらゆ
る相談に対応することを目的として、遺伝カウ
ンセリング外来を中心に活動しています。ま
た遺伝カウンセリングには臨床遺伝専門医、臨
床心理士、認定遺伝カウンセラーなど複数の
スタッフによるチームアプローチを基本として
います。遺伝医学的な問題について、心理
的・社会的な対応も行っていますので、お気
軽にご相談ください。（令和7年4月1日就任）

坂
さ か た

田 泰
や す し

史
●診療支援センター長

　新しい統合診療棟の開設に伴い、阪大病
院の外来および入院業務が大きく変わります。
それに伴い、診療支援の仕組みを抜本的に
改革するため、診療支援センターを開設いた
しました。患者さんのサポートはもちろんのこ
と、医療従事者の働き方改革にも貢献できる
よう、医師事務作業補助者の業務を中心に、
診療支援業務の充実を図ってまいります。な
にとぞ、ご支援のほどよろしくお願い申し上げ
ます。　　　　　　　（令和7年2月1日就任）

下村伊一郎
栄養マネジメント部長

おすすめ
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放射性薬剤を用いた診断で使用する装置放射性薬剤を用いた診断で使用する装置

放射線治療病室放射線治療病室

PET/CT:3台（半導体PET/CT：1台）

SPECT/CT：4台（半導体SPECT/CT：2台）

約2500件/年

アイソトープ治療（Lu-177やI-131製剤）
では周囲の人への被ばくを防ぐために、
退出基準を満たすまでの一定期間、東3階
病棟の放射線治療病室への入院が必要

個室で、トイレ、シャワー、洗面台が完備
テレビ、冷蔵庫、電子レンジ、ポットが装備
無線 LAN（Wi-Fi）も無料で利用可

約2500件/年

Spectrum Dynamic Medical VERITON GE NM/CT 870 CZT
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用
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核
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脳
、
悪
性
腫
瘍
、
呼
吸
器
、
消
化

　

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
は
、
呼
吸
器

外
科
と
呼
吸
器
内
科
が
連
携
し
、

呼
吸
器
の
病
気
に
つ
い
て
診
断
か

ら
手
術
、
治
療
ま
で
を
一
貫
し
て

ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
体
制
と
し
て
、

２
０
１
２
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
肺
が
ん
に
つ
い
て
は
近

年
、
新
薬
の
登
場
に
よ
っ
て
患
者

さ
ん
一
人
一
人
に
適
し
た
「
個
別

化
治
療
」
が
大
き
く
進
ん
で
お
り
、

緻
密
な
連
携
を
生
む
セ
ン
タ
ー
の

重
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い

ま
す
。

　

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
は
、
肺
が
ん

が
ん
治
療
の
分
野
で
も
有
用
で
あ

り
、
利
用
促
進
に
力
を
入
れ
て
い

ま
す
。                       

　

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
治
療
で
は
、
東

３
階
病
棟
、
放
射
線
治
療
科
、
糖

尿
病
・
内
分
泌
・
代
謝
内
科
や
消

化
器
内
科
を
代
表
と
す
る
各
主
科

と
連
携
し
、
現
在
、
骨
転
移
の
あ

る
去
勢
抵
抗
性
前
立
腺
が
ん
に
対

す
る
塩
化
ラ
ジ
ウ
ム（
Ｒ
ａ

－

２

２
３
）、
神
経
内
分
泌
腫
瘍
に
対
す

る
Ｌ
ｕ

－

１
７
７ 

Ｄ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｔ

Ａ
Ｔ
Ｅ
、
褐
色
細
胞
腫
等
に
対
す

る
Ｉ

－

１
３
１ 

Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｇ
の
治

療
を
保
険
診
療
内
で
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
近
い
将
来
、
前
立

腺
が
ん
に
対
す
る
Ｌ
ｕ

－

１
７
７ 

Ｐ
Ｓ
Ｍ
Ａ
や
神
経
芽
腫
に
対
す
る

Ｉ

－

１
３
１ 

Ｍ
Ｉ
Ｂ
Ｇ
も
保
険

承
認
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
今

後
は
、
治
療
体
制
を
さ
ら
に
強
化

し
、
よ
り
高
度
で
専
門
的
な
医
療

を
提
供
し
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し

て
、「
ア
イ
ソ
ト
ー
プ
治
療
セ
ン
タ

疫
力
を
治
療
に
生
か
す
免
疫
療
法

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
ま
で
は
手
術
後
に
抗
が

ん
剤
を
投
与
す
る
の
が
治
療
の
主

な
流
れ
で
し
た
が
、
免
疫
療
法
の

効
果
的
な
新
薬
が
増
え
た
こ
と
に

よ
り
、
治
療
の
選
択
肢
が
大
幅
に

広
が
っ
て
い
ま
す
。
柔
軟
な
対
応

が
可
能
に
な
り
、
個
別
化
治
療
が

進
展
し
て
い
ま
す
。

　

治
療
の
適
用
に
は
、
患
者
さ
ん

の
状
態
や
が
ん
の
進
行
度
、
免
疫

療
法
が
効
く
か
ど
う
か
を
示
す
バ

イ
オ
マ
ー
カ
ー
の
数
値
な
ど
を
総

合
的
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
呼
吸
器
セ
ン
タ
ー
は
毎
週
１

回
、
両
科
の
医
師
が
最
新
の
知
見

や
意
見
を
交
換
し
、
治
療
方
針
な

ど
を
決
め
る
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を

開
い
て
い
ま
す
。

　

そ
れ
と
は
別
に
、
呼
吸
器
疾
患

専
門
の
看
護
師
や
理
学
療
法
士
・

作
業
療
法
士
も
交
え
た
多
職
種
カ

ン
フ
ァ
レ
ン
ス
も
毎
週
開
い
て
い

ま
す
。
患
者
さ
ん
一
人
一
人
に
リ

ハ
ビ
リ
ま
で
を
含
め
た
包
括
的
な

ケ
ア
を
提
供
す
る
こ
と
に
、
力
を

注
い
で
い
ま
す
。

　入院中の子どもたちに、「そらぷちキッズキャンプ」から 
“雪の贈り物”が届きました。子どもたちは、遠く離れた北
海道に降り積もったパウダースノーの感触を楽しみ、雪
だるまやかまくらを作って遊んだり、おやつのゼリーを
冷やしたり、雪の上に絵の具で絵を描いたり、思い思いに
雪遊びを楽しみました。

　がん看護専門看護師によ
る「治療中に頑張る血管のは
なし」をテーマにした講演会
を開催しました。参加者か
らは「血管のしくみがよくわ
かった」「採血時の不安が軽
くなった」などのご感想をい
ただきました。

　本院では、ボランティア活動をして
いただける方を広く募集しています。
　病院ボランティアは、外来や入院
中の患者さんのために、温かい活動
をしていただく重要な一部門です。
　また、職員の眼の届きにくい部分
についてご指摘いただく貴重なご意
見役とも考えています。 特別な資格
は必要ありません。どなたでも参加
できます。
　詳しくは阪大病院HP「ボランティアの募
集」をご確認ください。

h t t p s ://w w w. h o s p .
med.osaka-u.ac.jp/
recruit/volunteer.html

大阪大学賞を受賞 病院ボランティア
「ふれ愛」

　

高
度
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
が

令
和
６
年
度
の
大
阪
大
学
賞
を

受
賞
し
ま
し
た
。

　

２
０
２
４
年
元
日
の
能
登
半

島
地
震
発
生
直
後
に
災
害
対
策

本
部
を
立
ち
上
げ
、
病
院
各
部

署
の
機
能
を
確
認
し
安
全
を
担

保
す
る
と
と
も
に
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ 

４
隊
16
名
を
派
遣
し
、
現
地
Ｄ

Ｍ
Ａ
Ｔ
活
動
拠
点
本
部
で
本
部

長
と
し
て
指
揮
を
執
り
ま
し
た
。

ま
た
、
機
能
停
止
し
た
施
設
の

利
用
者
を
救
出
し
搬
送
調
整
を

行
う
一
時
待
機
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

令和6年度

高度救命救急センター

災害時・平時を問わず
「いのちを救う」挑戦と実践

業績名

左から、西尾章治郎大阪大学総長（当時）、織田
順高度救命救急センター長、入澤太郎講師、酒
井智彦助教

を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
本
院
で

重
症
コ
ロ
ナ
患
者
診
療
を
担
当

し
た
際
、
ス
タ
ッ
フ
や
非
感
染

患
者
の
感
染
対
策
に
苦
労
し
た

経
験
か
ら
、
高
度
な
医
療
処
置

が
可
能
な
透
明
カ
プ
セ
ル
型
ア

イ
ソ
レ
ー
タ
ー
を
開
発
し
、
地

域
の
感
染
対
策
に
貢
献
し
ま
し

た
。
救
急
タ
グ
の
開
発
、
行
政

と
共
に
行
う
多
数
の
災
害
訓
練

な
ど
、
院
内
外
で
災
害
時
・
平

時
を
問
わ
ず
、
い
の
ち
を
救
う

た
め
の
挑
戦
を
続
け
て
き
た
こ

と
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　ご意見箱に寄せられた謝意の多かった部署を
表彰しました。

♥西８階病棟　乳腺外科、形成外科、皮膚科
♥栄養管理室
♥東５階病棟　婦人科

ー
」
の
新
設
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　

当
科
で
は
、
基
礎
科
学（
理
学
研

究
科
な
ど
）や
加
速
器
施
設（
核
物

理
研
究
セ
ン
タ
ー
）
と
医
学
系
研
究

科
・
医
学
部
附
属
病
院
が
連
携
し
、

新
た
な
核
医
学
診
断
薬
や
ア
イ
ソ

ト
ー
プ
治
療
薬
の
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

写真●病棟多職種カンファレンス●呼吸器カンファレンス上 下

ご応募お待ち
しております

42025年4月25日The University of Osaka Hospital News No.98

呼
吸
器
セ
ン
タ
ー

放
射
性
薬
剤
投
与
し  

臓
器
評
価
や
が
ん
診
断

新
薬
で
進
む
肺
が
ん
の「
個
別
化
治
療
」

ア
イ
ソ
ト
ー
プ
治
療  

広
が
る
保
険
承
認
、高
度
医
療

連
携
深
め
る

呼
吸
器
外
科
呼
吸
器
内
科

核
医
学
診
療
科

PHOTO TOPICS
ホ ス ピ タ ル
ミニ・ニュース

小児医療センター 病室で雪遊び

第31回 阪大病院がんサロンを
開催しました

　貴島晴彦脳神経外科長、川崎良AI医療センター副セン
ター長、武田理宏医療情報部長による本院の
AI×DXで変わる新病院についての講演を申
込者限定でWEB配信しました。視聴者から
好評でしたので、講演動画を再公開いたしま
す。ぜひご覧ください。

未来医療フォーラム 講演動画を再公開

動画はこちら

市民公開フォーラム
「がんゲノム医療の現状と今後の展望」

①固形がんにおけるがんゲノム医療の現状と今後の展望
　がんゲノム医療センター 特任講師　西田 尚弘
②血液がんにおける新規遺伝子パネル検査
　血液・腫瘍内科 講師  福島 健太郎
③ゲノム情報を知って家族のがん予防につなげよう
　遺伝子診療部 認定遺伝カウンセラー　佐藤 友紀

令和7年
2月22日（土）

令和7年
3月18日（火）

令和7年
2月17日（月）

　本院では厚生労働省による「がん診療連携拠点病院機能
強化事業」の一環として、一般の方々を対象にがん診療に関
する様々なテーマについて市民公開フォーラムを開催してい
ます。第20回となる今回は「がんゲノム医療の現状と今後の
展望」をテーマに開催しました。
　参加された方からもっと広く発信をして欲しい、もう一度
聞きたいとのご意見を多数いただきましたので、阪大公式
YouTubeで公開しました。ぜひご視聴ください。

動画はこちら

令和6年度  ホスピタリティ賞 表彰式

司会:化学療法部
部長　水木 満佐央


